
最近、青色発光ダイオードを発明した中村修二米カ

リフォルニア大学教授に、欧米ではノーベル賞に匹敵

すると評価が高いミレニアム技術賞をフィンランド政

府が授与した。暮らしの質の向上と持続的な発展にめ

ざましい影響を与えるとのことであった。同氏は、数

年前佐賀大学で講演されたことがある。

さて、佐賀大学発の海洋温度差発電は、昨年の愛知

万博のとき、日本国際博覧会協会の地球温暖化防止と

エネルギー確保のための優れた地球環境技術として

『愛・地球賞』を受賞している。

発電に使われる深層海水は、そのまま海に戻せば新

たな漁場となり、浄化すれば飲料水や農業用水となり、

電気分解による水素製造の原料となる。また、海水か

らのリチウムやウランの回収などの応用研究が考えら

れている。温泉水や工場の温排水から電気を作り出す

技術は一部実用化されている。

エネルギー不足や水不足に悩む赤道付近の南太平洋

諸国の関心が高く、海外からの研究支援や共同研究の

依頼も多い。

佐賀大学海洋エネルギー研究センターは、全国共同

利用施設として、海洋エネルギーの研究拠点とされて

いる。また、佐賀県は、新エネルギー導入戦略的行動

計画のなかで、『新エネルギー先進県 SAGA』を目指

すとしており、理工学部の技術への期待は大きい。

さらに、佐賀大学シンクロトロン光応用研究セン

ターでは、佐賀県立九州シンクロトロン光研究セン

ターのなかに、佐賀大学専用のビームラインを持って

おり、広範囲で精度の高い、時間のかかる研究ができ

るとして、その成果が期待されている。

佐賀県では『多様な分野での研究や技術開発に広く

利用される２１世紀の成長産業を支える基盤技術』であ

り、『２１世紀の精錬方』といっている。

このシンクロトロン光(Ｘ線）は、非結晶性物質や、

液体などの構造解析、文化財等の産地の特定、髪の毛

１本のなかの超微量元素の測定、光電子顕微鏡などの

開発、新物質創製、たんぱく質結晶構造解析、次世代

半導体やマイクロマシンなどの微細加工への応用など

に利用できる。

佐賀大学の特許の専用実施許諾契約が、海洋温度差

発電装置と温度差発電装置が共に平成１２年１月に、日、

米、EPCと、平成１８年８月にはプラズマ滅菌装置が

�エルクエストとなされた。平成１８年５月には、ウォー
ム歯車の歯面修正方法特許が九州精密工業に譲渡され

ている。

佐賀大学低平地研究センターでは、有明海異変の本

質を明らかにし、有明海再生に向けた研究がなされ、

その成果は、地元佐賀だけでなく、低平地工学に関す

る国際シンポジウム等で、広く世界に発信されている。

これらの研究にはわれらの在学同窓生が重要な立場

で携わっている。

宇宙の始まり『ビッグバン』の、その瞬間を再現し

ようとする壮大な『リニアコライダー（直線衝突型粒

子加速器）建設計画』が、日、米、独で検討されてい

て、日本側の建設可能地域の１つに佐賀県地域が上

がっているらしい。直線ビームの長さ５０�、建設費５０００
億円、波及効果１兆円とされる。夢のある話である。

菱実会では、表彰制度を設けました。同窓生が何ら

かの表彰を受けたら、同窓会事務局へご連絡ください。

自薦、他薦を問いません。同窓会としても併せて表彰

したいと考えています。そして、そのことを多くの同

窓生に知ってもらい、同窓生からの称賛と同窓生の発

奮を期待しております。

佐賀大学理工学部同窓会会報
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菱実会 会長 田 中 正 和
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この特集は、理工学部出身の同窓生（数物情報系、化学系、機械系、電気電子系、建設

系の学科・大学院グループからそれぞれ１名ずつ）に執筆をお願いいたしました。綴られ

る各分野での「ものづくり」やその思いなどを通し、同窓生みなさんの活動への契機や新

たな交流の機会となれば幸いです。

私は、現在、福岡市内の建設コンサルタントにおい
て、交通や都市、景観や観光などの計画づくりに携わっ
ています。この分野の仕事の認知度は低いようですが、
「まちづくりをどう進めていくかを考える仕事をして
いるよ」と話せば大体理解してもらえるようです。
仕事の傍ら、昨年度は�福岡アジア都市研究所の市

民研究員の一員として、博多のまちづくりの研究に取
り組みました。僅か９ヶ月間で研究成果をまとめ、こ
れからの博多のまちづくりについて提案しなければな
りませんでしたが、黒壁で有名な長浜市（滋賀県）の
視察や、市民を招いた研究成果発表会あるいは市長へ
の研究報告などもあり、貴重な経験をすることができ
ました。
みなさんは博多が二千年もの歴史を持つまちである

ことをご存知でしょうか。板付遺跡や金印に代表され
る古代、元寇や太閤町割に代表される中世、商人の町
「博多」が武家の城下町「福岡」とともに双子都市と
して繁栄した近代、そして現在は九州の陸の玄関口、
アジアへの海の玄関口として発展しています。博多を
二分している大博通りから一歩裏通りに入ると、聖福
寺をはじめ、山笠で有名な櫛田神社、元寇の防塁跡な
ど博多のまちづくりを見守り続けてきた貴重な資源が
数多く残っており、博多の歴史を感じることができます。
区画整理によって誕生した博多駅周辺のまちは、交

通の乗り換え地あるいはオフィス街としてみられがち
ですが、駅から少し歩けば、子供達の笑い声が響く公
園、新鮮な魚や野菜が安く手に入る昔ながらの商店街
などがあり、人々の生活感が漂うまちでもあります。
今回の研究を通じて、まちとしての歴史の蓄積と都

市機能の混在は博多の隠れた魅力であると感じるとと
もに、この魅力を
もっと多くの人に
知ってもらいたいと
思いました。２０１１年
の九州新幹線全線開
業を控え、駅ビルの
建て替えなど、博多
は変化の時期を迎え
ていますが、博多に
お越しの際は博多の
まちの魅力に触れて
みませんか。

まず、会社での仕事ですが、現在は教育中心の生活を送っ
ています。
教育といっても勉強ではなく、先輩社員の業務支援が中
心で、大きな業務の一部を担っているという感じです。製
造業に就職し、他の同級生（知能情報卒）と比べて、プロ
グラミング等の開発業務は一切ありません。
また、IT に関する知識も、「狭く深く」より、「浅く広
く」が重要となります。
現在の業務は、海外ネットワーク担当となっているので、
海外拠点のインフラ構築をメインに行っています。
新規拠点を立ち上げる際に、事業内容に合わせて PC、
プリンタ等を検討したり、人規模に応じて LAN環境を整
備したり、立ち上げ拠点の国内のインフラのレベルによっ
て、電話回線・電話機・WAN環境を検討したり、という
ことを行っています。また、海外との通信では、WAN上
の遅延が大きな課題となるため、その解決策を検討したり
しています。
生活面では、朝が辛いということが、今でも抜けていま
せん。学生時代に比べて、かなり規則正しい生活をしてい
るので、充実感はあります。また、「飲み会」が一番大事
だと思います。
部署内において、最初は自分の居場所が見つけられませ
んが、飲み会を通じて周りの先輩たちと交流を深めること
で、部内においても、楽しさが出てきます。また、仕事も
与えてくれるようにもなります。
技術や知識よりも「人間関係」が何よりも大事だと感じ
ています。
そして、「同期」というものはかけがえのない仲間だと
思います。金融業界では「ライバル」という見方が強いで
すが、製造業では仲間意識が大変強いと感じられます。学
生時代に培ったチーム内での人間関係の経験がこの職場で
も活かされているということを考えると、これからもより
よいチームワークを築いていき、大きな仕事をやり遂げた
いという夢をもって日々頑張っていこうと思っています。

建 設 系 電気電子系

「博多のまちづくり
～歴史が蓄積し都市機能が混在するまち～」

�福岡アジア都市研究所
平成１７年度市民研究員 伊東 博史

（都市工学専攻・Ｈ１６年修了）

「社会人になって」
三菱重工業株式会社

情報システム部 榊原 淳
（知能情報システム学専攻・Ｈ１８年修了）

▲緑あふれる聖福寺界隈。歴史漂うこの空間は、
まちの雑踏と無縁のようだ。（御供所町）
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日立超 LSI システムズはデザイン、システム製品、
組み込みソフトウェア、半導体技術サービスとさまざ
まな半導体業務を行っています。
ルネサステクノロジ様と共同開発を行っている SH

シリーズや、それを利用した電灯線モジュール等の製
品があります。
九州開発センターでは主にメモリや SHマイコンの

設計を行っておりま
すが、私の所属して
いる係では、６人と
い う 少 数 精 鋭 で
BGR設計などのア
ナログ回路関連業務
を行っております。
アナログ回路の設計、レイアウト設計、評価と一通

りのことを行っており、幅広い知識を身につけるには
とても恵まれた環境です。
現状はアナログ設計者のリソース不足のため、これ

から人員増加や教育を行い、業務拡大を図ろうとして
いる段階です。

私は、�日立製作所、
電力グループ、日立事業
所（茨城県日立市）で事
業用大型発電機等の電機
品の製造に携わっており
ます。平成１７年３月より
平成１８年８月まで九州電
力�小丸川発電所（宮崎県木城町）で九州初の可変速
発電電動機の現地組立のため単身で宮崎に赴任しました。
発電機の多くは工場で組立て発電所に輸送して据付

を行いますが、今回の小丸川発電所納めの発電電動機
は固定子、回転子ともその質量が３００トンを超え直径
も固定子で８�、回転子でも４�と大変大きなもので
組立て後は宮崎まで輸送することができず発電所に部
品を運びそこで組立てを行いました。
本機は可変速機では６００min－１と従来実績を上回る回

転速度であり、特にその意味では回転子の組立に大変
苦労しました。工場での要素技術開発、実機相当モデ
ルでの試作等を通して現地でも失敗を経験しながら
やっと完成したものです。仕事が完了したときは本当
に感動で胸が一杯になりました。
本年８月から約１年半ぶりに工場に戻ってきたので

すが好調な日本経済と裏腹に重電機業界では大変厳し
い状況が続いています。しかしながら、大きなものを
作り上げた喜びはまた格別なものがあり、私はこのよ
うな喜びを後輩達へも伝達していくとともに世界一の
生産工場を目指してこれからも頑張っていきたいと
思っています。
私以降暫くの間当工場への佐大からの入社も無いの

ですが、是非興味がある方は連絡をいただければいつ
でも工場見学等のアレンジをいたしますので気軽に来
てください。
佐賀大学理工学部の更なる発展を祈念して筆を置か

せていただきます。 ※添付写真は右端が筆者

大学を卒業した１９９５年から２００５年まで電池材料の開
発・製造に携わってまいりましたが、２００５年１０月より、
現在の職場である福岡県大牟田にある工場で ITO
ターゲットの製造に携わっております。ITOターゲッ
トとは、液晶などで使用されている透明導電性膜の材
料であり、液晶テレビの普及に伴い、その生産量を年々
伸ばしています。主な仕事は製造現場の工程管理です
が、管理と一言で言っても、大きく分けて安全、品質、
コスト、労務管理等があり、そのレベルを常に上げて
いくことを主な職務としています。これを達成するた
めには、①作業者の教育、②工程のバラツキの低減、
③無理・ムラ・無駄の撲滅、という製造現場では当た
り前のことを推進することが必要です。多くの作業者
が働いていますので、思い通りにならず苦労すること
も多いですが、その分、楽しいことも多く、毎日楽し
く仕事をしています。世界一の ITOターゲットメー
カーを目指して、技術・営業と連携を取りながら、こ
れからも品質の良いモノ造りを推進していきます。佐

賀に近いとこ
ろに住んでい
ますので、何
かありました
らお声を掛け
ていただけれ
ばいつでも駆
けつけます。

電気電子系

機 械 系 化 学 系

「世界一の生産工場を目指して」
�日立製作所 大源伸次郎
（機械工学専攻・Ｈ１年修了）

モノ造りの
原点に立ち返って

三井金属鉱業株式会社
薄膜材料事業部 石田新太郎
（工業化学専攻・Ｈ７年修了）

幅広い半導体関連業務

山田 哲也
（電気電子工学科・Ｈ１４年卒業）
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去る６月１０日�１６時から、「菱の実会館」で平成１８年度
菱実会総会を開催した。議題は、�平成１７年度事業報告及
び決算報告、�平成１８年度事業計画案及び予算案、�同窓
生名簿の取り扱いについて、であった。議題��は問題な
く承認された。議題�については、田中正和会長から同窓
生の様々な意見が紹介され、同窓会名簿はこれまで以上に
慎重に扱うことになった。同窓会名簿は発行せず、同窓会
開催等で卒業生等に連絡が必要な場合は、同窓会事務局か
ら直接、同窓会メンバーに連絡するサービスを行うことに
なった。

佐賀大学理工学部学生表彰式
平成１８年４月

６日�に理工学
部学生表彰式が
行われました。
学生表彰は、

２年次及び３年
次の学生で、成
績が優秀である
と認められる学
生に対して、理
工学部の各学科（７学科）から２人、合わせて１４人が表彰
されるものです。
今回で第２回目となる学生表彰式は、平成１７年度の２年

次及び３年次の学生１４人に、中島晃理工学部長から学部長
賞として表彰状をひとりずつ手渡されると共に、記念品の
万年筆及び理工学部同窓会から図書券が送られました。
また、理工学部長及び田中正和理工学部同窓会（菱実会）

会長から、受賞の栄誉を称えるご挨拶がありました。

菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱菱 実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 のののののののののののののののののののののののの 動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動 きききききききききききききききききききききききき（平成１７年１０月～平成１８年９月）
Ｈ１７．１０．１ 理工学部同窓会会報「菱の実№７」発行
Ｈ１８．１．１６ 理工学部就職懇談会への支援

電気電子工学科 講師２名（卒業生）
知能情報システム学科 講師１名

Ｈ１８．１．２０ 理工学部就職懇談会への支援
物理科学科 講師１名

Ｈ１８．１．２７ 理工学部就職懇談会への支援
機械システム工学科 講師２名（卒業生）

Ｈ１８．１．３１ 理工学部就職懇談会への支援
機能物質化学科 講師２名（卒業生）

Ｈ１８．２．２１ 理工学部就職懇談会への支援
数理科学科 講師２名（内１名卒業生）

Ｈ１８．４．６ 理工学部学生表彰 同窓会より同窓会長賞贈呈
Ｈ１８．４．２４ 理工学部同窓会役員会
Ｈ１８．６．１０ 理工学部同窓会総会／佐賀大学「菱の実会館」
Ｈ１８．８．７ 理工学部同窓会会報「菱の実№８」編集会議

事務局では会員皆様方からのご
寄稿をお願いしています。理工学
部に関する昔の思い出や、現在の
会社のＰＲなどございましたら、
お名前、卒業年次、在籍学科、現
在の会社名などを添えて、事務局
宛に連絡下さい。皆様方からのご
寄稿を心よりお待ちしています。

発 行 佐賀大学理工学部同窓会 菱実会
佐賀市本庄町１佐賀大学内
TEL ０９５２‐２３‐１２５３ FAX０９５２‐２５‐５７００
http://dousou.ext.saga-u.ac.jp/ E-mail dosokai@ai.is.saga-u.ac.jp

発行者 田中 正和（Ｓ４８・化） 編集代表者 池上 康之（Ｓ６１・生機）

１．会報の発行
佐賀大学の近況および理工学部同窓会に関する活動状

況を会員へ紹介するものとして、下記３種類の会報を送
付する。
１）佐賀大学広報誌の送付……（年３回：１月、５月、

９月）
２）佐賀大学同窓会会報の送付……（年２回：１月、

７月）
３）理工学部同窓会会報の送付……（年１回：１０月）

２．会員の拡大
１）同窓会の活性化のために会員数の拡大を図る。

３．同窓会名簿の管理
１）理工学部同窓会員名簿の管理と更新

（理工学部同窓会は、名簿の発行はしない）
２）その他

４．同窓会支部活動
１）佐賀大学同窓会支部活動
２）理工学部同窓会支部活動強化（佐賀大学同窓会支部

との連携）
３）その他

５．就職援助活動
１）理工学部就職懇談会への支援
２）その他

６．各種情報の提供
１）ホームページの充実（技術・研究など、同窓生に有

用な情報の提供）
２）その他

７．佐賀大学及び他学部同窓会との連携
１）佐賀大学と佐賀大学同窓会との懇談会
２）理工学部と理工学部同窓会との懇談会
３）佐賀県青春寮歌祭
４）その他

８．同窓生の表彰
９．その他の事業
１）在学同窓生への援助
２）単位提供講座の実施
３）卒業生への援助

１０．その他
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２年生（０４） ３年生（０３）
数理科学科 宮 島 淳 史 淵 本 英 樹
物理科学科 川 口 健 平 田 ゆ り
知能情報システム学科 上 田 実 藤 澤 優
機能物質化学科 加 賀 裕 也 塚 田 学
機械システム工学科 後 藤 寛 和 尾 中 洋 次
電気電子工学科 片 淵 慎 二 呉 暁 雲
都市工学科 田 中 隆 典 山 口 稔 央

平成１７年度（平成１８年４月６日）

―４―


